
　

改
革
の
時
代
と
い
わ
れ
て
久
し
い
。
農
業
・
農
協
に
つ

い
て
も
改
革
の
必
要
が
い
わ
れ
て
き
た
。

　

昨
年
発
表
さ
れ
た
『「
食
」
と
「
農
」
の
再
生
プ
ラ
ン
』

の
中
で
は
、
農
業
構
造
改
革
推
進
の
た
め
の
農
協
改
革
が

い
わ
れ
て
い
る
。
農
協
の
営
農
・
経
済
事
業
改
革
に
関
し

て
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
な
対
応
、
組
織
・
事
業
の

効
率
化
・
ス
リ
ム
化
等
の
論
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
二
月
に
出
さ
れ
た
「
米
政
策
大
綱
」
で
は
、

「
米
作
り
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
」が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
需
要
に
応
じ
て
安
定
供

給
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
消
費
者
重
視
・
市
場
重
視
の
姿
で

あ
り
、
効
率
的
・
安
定
的
な
経
営
体
が
市
場
を
通
じ
て
需

要
を
感
じ
取
り
「
売
れ

る
米
づ
く
り
」
を
行
う

姿
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
姿
へ
向
け

て
系
統
米
事
業
の
改
革

が
い
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
の
改
革
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
消
費
者
重
視
と
市

場
重
視
で
あ
る
。
前
者
は
食
の
安
全
志
向
を
含
む
消
費
者

ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
な
対
応
と
多
様
な
需
要
へ
の
対
応
で
あ

る
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
し
、
と
く
に
食
の
安
全
・
安
心

は
消
費
者
の
関
心
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
供
給
サ
イ
ド
の
責

務
で
も
あ
る
。
後
者
の
背
景
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
と
国
際
的
な

貿
易
体
制
の
進
展
で
あ
る
。
現
在
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
輸
入
農
産
物
の
増
加
も
想
定
さ

れ
、
海
外
農
産
物
と
競
合
・
競
争
で
き
る
国
内
農
業
の
構

築（
効
率
化
・
低
コ
ス
ト
化
の
取
組
み
）が
急
が
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
食
の
質
の
問
題
で
あ
り
、
量
の
問
題
で
あ
る
。

と
も
に
国
内
農
業
生
産
の
基
本
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。

と
く
に
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
量
（
国
内
農
産
物
の
安
定
供

給
）
の
確
保
で
あ
る
。
効
率
化
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

質
（
安
心
・
安
全
）
を
確
保
す
る
こ
と
が
消
費
者
の
支
持

と
信
頼
を
獲
得
し
、
量
確
保
の
最
大
の
武
器
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。
食
料
自
給
率
の
低
下
懸
念
、
ま
た
食
品
安
全
問

題
へ
の
社
会
的
な
関
心
の
高
ま
り
を
踏
ま
え
、
国
内
農
産

物
へ
の
信
頼
を
飛
躍
的
に
高
め
る
取
組
み
を
強
め
て
い
き

た
い
。
系
統
農
協
も
安
心
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
や
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
の
確
立
な
ど
「
食
に
対
す
る
信
頼

性
の
危
機
」
を
大
き
な
課
題
と
し
て
取
組
ん
で
い
る
。
地

産
地
消
、
農
産
物
直
売
所
の
取
組
み
等
、
地
域
農
産
物
に

対
す
る
消
費
者
の
信
頼
は
着
実
に
高
ま
っ
て
い
る
。
今
後

一
層
の
拡
大
・
深
化
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
改
革
が
い
わ

れ
る
背
景
と
し
て
、
遅

れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る

水
田
農
業
の
生
産
構
造

と
農
村
社
会
の
変
化
（
農
業
就
業
者
の
高
齢
化
、
耕
作
放

棄
地
の
拡
大
等
）
が
あ
る
。
担
い
手
育
成
と
こ
れ
へ
の
耕

地
集
積
等
を
進
め
、
価
格
競
争
力
を
強
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
が
、
水
田
農
業
は
集
落
共
同
体
を
基
盤
に
成
立
し
、

維
持
さ
れ
て
き
た
し
、
ま
た
こ
れ
に
よ
り
農
業
の
多
面
的

機
能
が
発
揮
さ
れ
て
き
た
。
現
在
各
地
で
農
協
を
主
体
に

農
地
賃
貸
借
や
作
業
受
委
託
、
ま
た
集
落
営
農
等
地
域
農

業
を
守
る
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
農
を
基
盤
と
す
る

農
協
の
こ
の
よ
う
な
活
動
は
ま
た
消
費
者
・
国
民
の
支
持

と
信
頼
を
高
め
る
も
の
で
あ
り
、
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

（
主
席
研
究
員　

鶴
澤
伸
一
郎
）
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変
わ
る
も
の
、
守
る
も
の

今月のテーマ：これからの農協
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